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第１延⾧後半

前半

後半

序盤より東京女子体育大学は18番金城のミドルシュートで加点し、ペースを握るも環太平洋大学は

後半、東京女子体育大学は4番斗米のゲームメイクが冴え渡り、多くのシュートで局面を

試合のリズムは変わらない。終了間際に東京女子体育大学が連続得点し、

始める。両チームともディフェンスが昨日した前半であった。

その後、東京女子体育大学のポストシュートが入りはじめ点さが開き
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戦況報告書作成者 明石光史

センタープレーヤー18番北ノ薗のミドルシュートなどで応戦し譲らない。

終盤、点差の縮まらない環太平洋大学は4番斗米にマンツーマンディフェンスをするが、

作り出すが、環太平洋大学のゴールキーパーの好セーブにより一進一退のゲーム展開となる。
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開催地（都道府県名） 大阪府 会場名 丸善インテックアリーナ大阪

回戦 準々決勝性別 女子

戦況

見出し 東京女子体育大学の高い壁に環太平洋大学が苦しむ

東京女子体育大学スコア 17

A 得点

高松宮記念杯　男子第61回・女子第54回　平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会

開催日 2018 11 12 月 曜日 試合番号 フ

前　半 B得点

8点差で試合は終了した。
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